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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公表番号】特表2006-517976(P2006-517976A)
【公表日】平成18年8月3日(2006.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2006-030
【出願番号】特願2006-503591(P2006-503591)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 215/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4375   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4704   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 215/22    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１４Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/4375  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１３　
   Ａ６１Ｋ  31/4704  　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月19日(2008.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：

【化１】

［式中、
　Ｒ１は、置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいヘテロアリール環
であり；
　Ｘは、Ｒ２、ＯＲ２、Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（
ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２、（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎ

ＮＲ４Ｒ１４、Ｏ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、Ｓ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＨ２）

ｎＪ、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＪ、Ｏ（ＣＨ２）ｎＪ、Ｓ（ＣＨ２）ｎＪ、または（ＣＨ２）

ｎＮ（Ｒ２）２であり；
　Ｊは、置換されていてもよいヘテロアリール環であり；
　ｎは０または１～１０の整数であり；
　ｍは０または１または２の整数であり；
　ｑは０または１～１０の整数であり；
　Ｒ２は水素、Ｃ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロア
リール、ヘテロアリールＣ１－１０アルキルであり、該基は全て置換されていてもよく、
またはＲ２は基Ｘ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）
（Ａ２）（Ａ３）であり；
　Ｘ１はＮ（Ｒ１０）、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、またはＣＲ１０Ｒ２０であり；
　Ｘ２は独立して、水素、ハロゲン、またはＣ１－４アルキルであり；
　Ａ１は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ２は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
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　Ａ３は水素であるか、または置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ｇ１はＣ－Ｘ２であり；
　Ｒ３はＣ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１－

４アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール、ヘテロアリール
Ｃ１－１０アルキル、ヘテロサイクリック、またはヘテロシクリルＣ１－１０アルキル基
であり、該基は置換されていてもよく；
　Ｒ４およびＲ１４が各々、独立して、水素、置換されていてもよいＣ１－４アルキル、
置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいアリール－Ｃ１－４アルキル
、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリールまたはヘテロアリールＣ１－１０アルキ
ルから選択され、ここに、これらの基は各々、置換されていてもよく；
　Ｒ１０およびＲ２０は独立して、水素またはＣ１－４アルキルから選択される］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項２】
　式（ＩＩ）である請求項１記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項３】
　式（ＩＩａ）である請求項１記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項４】
　Ｒ１が置換されていてもよいフェニルまたはナフチルである請求項１～３のいずれか１
項記載の化合物。
【請求項５】
　フェニルが独立して、ハロゲン、アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノ、または
ハロ置換アルキルによって１回以上置換されている請求項４記載の化合物。
【請求項６】
　置換基が独立して、塩素、フッ素、Ｃ１－４アルキルまたはＣＦ３である請求項５記載
の化合物。
【請求項７】
　フェニル環が２、４または６－位において置換されているか、２，４－位において二置
換されているか、または２，４，６－位において三置換されている請求項５または６記載
の化合物。
【請求項８】
　ＸがＯＲ２またはＳ（Ｏ）ｍＲ２である請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項９】
　Ｘが（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ２）２である請求項１～３の
いずれか１項記載の化合物。
【請求項１０】
　ＸがＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１

０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２である請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項１１】
　水素以外のＲ２がＣ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１

－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、－Ｃ（Ｏ）、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１

０Ｓ（Ｏ）２Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（
ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（Ｃ
Ｒ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ

２０）ｎＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（＝ＮＯ
Ｒ６）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７
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で独立して１回以上置換されていてもよく；
　Ｒ６が水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロ
シクリルＣ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール
またはヘテロアリールＣ１－１０アルキルであって、これらの基が、水素を除き、置換さ
れていてもよく；
　Ｒ７がＣ１－６アルキル、アリール、アリールＣ１－６アルキル、ヘテロサイクリック
、ヘテロシクリルＣ１－６アルキル、ヘテロアリール、またはヘテロアリールＣ１－６ア
ルキルであって、これらの基が各々、置換されていてもよい請求項１記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ２が置換されていてもよいアルキルである請求項８記載の化合物。
【請求項１３】
　アルキルが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６または
（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４によって置換されていてもよく、Ｒ６が水素、Ｃ１－

１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロシクリルＣ１－１０ア
ルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリールまたはヘテロアリール
Ｃ１－１０アルキルであって、ここに、Ｒ６基が、水素を除き、置換されていてもよい請
求項１２記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ２がＸ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）（Ａ２

）（Ａ３）である請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｘ１が酸素またはＮ（Ｒ１０）である請求項１４記載の化合物。
【請求項１６】
　Ａ１、Ａ２またはＡ３の少なくとも１つが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６によって置換さ
れており、Ｒ６が水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル
、ヘテロシクリルＣ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロ
アリールまたはヘテロアリールＣ１－１０アルキルであって、ここに、Ｒ６基が、水素を
除き、置換されていてもよい請求項１４記載の化合物。
【請求項１７】
　ｑが０、１または２である請求項１６記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ３が置換されていてもよいＣ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７

シクロアルキルＣ１－４アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキルである請求項
１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ３が独立して、Ｃ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１

－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｓ（Ｏ）２

Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（ＣＲ１０Ｒ２

０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（
Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４

、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ

１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７で１回以上置換されていてもよく；
　Ｒ６が水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロ
シクリルＣ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール
またはヘテロアリールＣ１－１０アルキルであって、これらの基が、水素を除き、置換さ



(5) JP 2006-517976 A5 2008.10.9

れていてもよく；
　Ｒ７がＣ１－６アルキル、アリール、アリールＣ１－６アルキル、ヘテロサイクリック
、ヘテロシクリルＣ１－６アルキル、ヘテロアリール、またはヘテロアリールＣ１－６ア
ルキルであって、これらの基が各々、置換されていてもよい請求項１８記載の化合物。
【請求項２０】
　任意の置換基がハロゲン、Ｃ１－１０アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノまた
はハロ置換Ｃ１－１０アルキルである請求項１９記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｘ２が水素である請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項２２】
　１，５－ビス（４－フルオロフェニル）［１，８］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）［１，８］ナフ
チリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－（イソプロピルアミノ）エチル］
アミノ｝［１，８］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－ヒドロキシ－１－（ヒドロキシメ
チル）エチル］アミノ｝［１，８］－ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
またはその医薬上許容される塩である請求項１記載の化合物。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか１項記載の化合物の有効量および医薬上許容される担体また
は希釈剤を含んでなる　医薬組成物。
【請求項２４】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８媒介性疾患の治療のための医薬の製造における請求項１～２２
のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項２５】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８キナーゼ媒介性疾患が乾癬性関節炎、ライター症候群、痛風、
外傷性関節炎、風疹関節炎、急性滑膜炎、慢性関節リウマチ、リウマチ様脊椎炎、骨関節
炎、通風性関節炎および他の関節炎症状態、敗血症、敗血性ショック、内毒性ショック、
グラム陰性敗血症、毒性ショック症候群、脳マラリア、髄膜炎、虚血性および出血性卒中
、神経外傷／閉鎖性頭部外傷、喘息、成人呼吸急迫症候群、慢性肺炎疾患、慢性閉塞性肺
疾患、珪肺症、肺サルコイドーシス、骨吸収疾患、骨粗鬆症、再狭窄、心臓および脳およ
び腎臓再潅流傷害、鬱血性心不全、冠動脈バイパス移植（ＣＡＢＧ）手術、血栓症、糸球
体腎炎、慢性腎不全、糖尿病、糖尿病性網膜症、黄斑変性、移植片対宿主反応、同種移植
片拒絶、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎、神経変性疾患、筋肉変性、糖尿病性
網膜症、黄斑変性、腫瘍成長および転移、血管新生疾患、インフルエンザによって誘導さ
れる肺炎、湿疹、接触皮膚炎、乾癬、日焼け、または結膜炎である請求項２４記載の使用
。
【請求項２６】
　１，５－ビス（４－フルオロフェニル）［１，８］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）［１，８］ナフ
チリジン－２（１Ｈ）－オン；
　７－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）－３，４－ジヒドロ［１，６］ナフ
チリジン－２（１Ｈ）－オン；
　７－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ
）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－ヒドロキシ－１－（ヒドロキシメ
チル）エチル］－アミノ］－［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　Ｎ－［２－［［１，５－ビス（２－クロロフェニル）－２－オキソ－１，２－ジヒドロ
［１，６］ナフチリジン－７－イル］アミノ］エチル］アセトアミド；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－［（１Ｈ－イミダゾール－２－イルメチル



(6) JP 2006-517976 A5 2008.10.9

）アミノ］［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－［［２－（イソプロピルアミノ）エチル］
アミノ］［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－アミノ－［１，６］ナフチリジン－２（１
Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－クロロ－［１，６］ナフチリジン－２（１
Ｈ）－オン；
　５－（２－フルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリ
ノン；
　５－（４－フルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリ
ノン；
　５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－
キノリノン；
　５－（４－メチルフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリノ
ン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－ヒドロキシ－１－（ヒドロキシメ
チル）エチル］アミノ｝－２（１Ｈ）－キノリノン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－（イソプロピルアミノ）エチル］
アミノ｝－２（１Ｈ）－キノリノン；
　６－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－（メチルオキシ）－２（１Ｈ
）－キノリノン；
　１－ベンジル－５－フェニル－１Ｈ－［１，６］ナフチリジン－２－オン；または
　１，５－ジフェニル－１Ｈ－［１，６］ナフチリジン－２－オンである化合物、または
その医薬上許容される塩　。
【請求項２７】
　有効量の請求項２６記載の化合物および医薬上許容される担体または希釈剤を含んでな
る医薬組成物。
【請求項２８】
　式：
【化２】

［式中、
　Ｒ１は、置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいヘテロアリール環
であり；
　Ｘは、Ｒ２、ＯＲ２、Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（
ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２、（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎ

ＮＲ４Ｒ１４、Ｏ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、Ｓ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＨ２）

ｎＪ、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＪ、Ｏ（ＣＨ２）ｎＪ、Ｓ（ＣＨ２）ｎＪ、または（ＣＨ２）

ｎＮ（Ｒ２）２であり；
　Ｊは、置換されていてもよいヘテロアリール環であり；
　ｎは０または１～１０の整数であり；
　ｍは０または１または２の整数であり；
　ｑは０または１～１０の整数であり；
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　Ｒ２は水素、Ｃ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロア
リール、ヘテロアリールＣ１－１０アルキルであり、該基は全て置換されていてもよく、
またはＲ２は基Ｘ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）
（Ａ２）（Ａ３）であり；
　Ｘ１はＮ（Ｒ１０）、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、またはＣＲ１０Ｒ２０であり；
　Ｘ２は独立して、水素、ハロゲン、またはＣ１－４アルキルであり；
　Ａ１は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ２は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ３は水素であるか、または置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ｇ２はＣ－Ｘ２であり；
　Ｒ３は水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキル
Ｃ１－４アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール、ヘテロア
リールＣ１－１０アルキル、ヘテロサイクリック、またはヘテロシクリルＣ１－１０アル
キル基であり、該基は置換されていてもよい；但し、Ｘ２が水素であり、Ｒ１が置換され
ていてもよいフェニルまたはメチル置換されたイミダゾール－１－イルであり、ＸがＲ２

であり、Ｒ２が水素である場合、Ｒ３は水素またはメチル以外であり；
　Ｒ４およびＲ１４は各々、独立して、水素、置換されていてもよいＣ１－４アルキル、
置換されていてもよいアリール、または置換されていてもよいアリール－Ｃ１－４アルキ
ル、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリールまたはヘテロアリールＣ１－１０アル
キルから選択され、ここに、これらの基の各々は置換されていてもよく；
　Ｒ１０およびＲ２０は独立して、水素またはＣ１－４アルキルから選択される］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項２９】
　式（ＩＩＩ）である請求項２８記載の化合物。
【請求項３０】
　式（ＩＩＩａ）である請求項２８記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｒ１は置換されていてもよいフェニルまたはナフチルである請求項２８～３０のいずれ
か１項記載の化合物。
【請求項３２】
　フェニルが独立して、ハロゲン、アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノまたはハ
ロ置換アルキルによって１回以上置換されている請求項３１記載の化合物。
【請求項３３】
　置換基が独立して、フッ素、Ｃ１－４アルキルまたはＣＦ３である請求項３２記載の化
合物。
【請求項３４】
　フェニル環が２、４または６－位で置換されているか、２，４－位で二置換されている
か、または２，４，６－位で三置換されている請求項３２または３３記載の化合物。
【請求項３５】
　ＸがＯＲ２またはＳ（Ｏ）ｍＲ２である請求項２８～３０のいずれか１項記載の化合物
。
【請求項３６】
　Ｘが（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ２）２である請求項２８～３
０のいずれか１項記載の化合物。
【請求項３７】
　ＸがＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１

０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２である請求項２８～３０のいずれか１項記載の化合物。
【請求項３８】
　水素以外のＲ２がＣ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１
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－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、－Ｃ（Ｏ）、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１

０Ｓ（Ｏ）２Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（
ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（Ｃ
Ｒ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ

２０）ｎＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（＝ＮＯ
Ｒ６）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７

で独立して１回以上置換されていてもよい請求項２８記載の化合物。
【請求項３９】
　Ｒ２が置換されていてもよいアルキルである請求項３６記載の化合物。
【請求項４０】
　アルキルが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６または
（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４によって置換されていてもよい請求項３９記載の化合
物。
【請求項４１】
　Ｒ２がＸ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）（Ａ２

）（Ａ３）である請求項２８～３０のいずれか１項記載の化合物。
【請求項４２】
　Ｘ１が酸素またはＮ（Ｒ１０）である請求項４１記載の化合物。
【請求項４３】
　Ａ１、Ａ２またはＡ３の少なくとも１つが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６によって置換さ
れている請求項４１記載の化合物。
【請求項４４】
　ｑが１または２である請求項４３記載の化合物。
【請求項４５】
　Ｒ３が置換されていてもよいＣ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７

シクロアルキルアルキル、アリール、またはアリールＣ１－１０アルキルである請求項２
８～３０のいずれか１項記載の化合物。
【請求項４６】
　Ｒ３が独立して、Ｃ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１

－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｓ（Ｏ）２

Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（ＣＲ１０Ｒ２

０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（
Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４

、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ

１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７で１回以上置換されていてもよい請求項４５記載の化合物。
【請求項４７】
　任意の置換基がハロゲン、アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノまたはハロ置換
アルキルである請求項４６記載の化合物。
【請求項４８】
　Ｘ２が水素である請求項２８～３０のいずれか１項記載の化合物。
【請求項４９】
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　７－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）－３，４－ジヒドロ［１，６］ナフ
チリジン－２（１Ｈ）－オン；
　７－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ
）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－［（２－ヒドロキシ－１－（ヒドロキシメ
チル）エチル］－アミノ］－［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　Ｎ－［２－［［１，５－ビス（２－クロロフェニル）－２－オキソ－１，２－ジヒドロ
［１，６］ナフチリジン－７－イル］アミノ］エチル］アセトアミド；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－［（１Ｈ－イミダゾール－２－イルメチル
）アミノ］［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－［［２－（イソプロピルアミノ）エチル］
アミノ］［１，６］ナフチリジン－２（１Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－アミノ－［１，６］ナフチリジン－２（１
Ｈ）－オン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－クロロ－［１，６］ナフチリジン－２（１
Ｈ）－オン
またはその医薬上許容される塩である請求項２８記載の化合物。
【請求項５０】
　請求項２８記載の化合物の有効量および医薬上許容される担体または希釈剤を含んでな
る　医薬組成物。
【請求項５１】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８媒介性疾患の治療のための医薬の製造における請求項２８記載
の化合物の使用。
【請求項５２】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８キナーゼ媒介性疾患が乾癬性関節炎、ライター症候群、痛風、
外傷性関節炎、風疹関節炎、急性滑膜炎、慢性関節リウマチ、リウマチ様脊椎炎、骨関節
炎、通風性関節炎および他の関節炎症状態、敗血症、敗血性ショック、内毒性ショック、
グラム陰性敗血症、毒性ショック症候群、脳マラリア、髄膜炎、虚血性および出血性卒中
、神経外傷／閉鎖性頭部外傷、喘息、成人呼吸急迫症候群、慢性肺炎疾患、慢性閉塞性肺
疾患、珪肺症、肺サルコイドーシス、骨吸収疾患、骨粗鬆症、再狭窄、心臓および脳およ
び腎臓再潅流傷害、鬱血性心不全、冠動脈バイパス移植（ＣＡＢＧ）手術、血栓症、糸球
体腎炎、慢性腎不全、糖尿病、糖尿病性網膜症、黄斑変性、移植片対宿主反応、同種移植
片拒絶、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎、神経変性疾患、筋肉変性、糖尿病性
網膜症、黄斑変性、腫瘍成長および転移、血管新生疾患、インフルエンザによって誘導さ
れる肺炎、湿疹、接触皮膚炎、乾癬、日焼け、または結膜炎である請求項５１記載の使用
。
【請求項５３】
　式：
【化３】

［式中、
　Ｒ１は、置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいヘテロアリール環
であり；
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　Ｘは、Ｒ２、ＯＲ２、Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（
ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２、（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎ

ＮＲ４Ｒ１４、Ｏ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、Ｓ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＨ２）

ｎＪ、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＪ、Ｏ（ＣＨ２）ｎＪ、Ｓ（ＣＨ２）ｎＪ、または（ＣＨ２）

ｎＮ（Ｒ２）２であり；
　Ｊは、置換されていてもよいヘテロアリール環であり；
　ｎは０または１～１０の整数であり；
　ｍは０または１または２の整数であり；
　ｑは０または１～１０の整数であり；
　Ｒ２は水素、Ｃ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロア
リール、ヘテロアリールＣ１－１０アルキルであり、該基は全て置換されていてもよく、
またはＲ２は基Ｘ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）
（Ａ２）（Ａ３）であり；
　Ｘ１はＮ（Ｒ１０）、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、またはＣＲ１０Ｒ２０であり；
　Ｘ２は独立して、水素、ハロゲン、またはＣ１－４アルキルであり；
　Ａ１は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ２は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ３は水素であるか、または置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ｇ１およびＧ２は独立してＣ－Ｘ２であり；
　Ｒ３は水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキル
Ｃ１－４アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール、ヘテロア
リールＣ１－１０アルキル、ヘテロサイクリック、またはヘテロシクリルＣ１－１０アル
キル基であり、該基は置換されていてもよく；
　Ｒ４およびＲ１４が各々、独立して、水素、置換されていてもよいＣ１－４アルキル、
置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいアリール－Ｃ１－４アルキル
、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリールまたはヘテロアリールＣ１－１０アルキ
ルから選択され、ここに、これらの基は各々、置換されていてもよく；
　Ｒ１０およびＲ２０は独立して、水素またはＣ１－４アルキルから選択される；
　但し、Ｒ１がフェニルであり、Ｒ３がメトキシ置換されたフェニルであり、Ｘが（ＣＨ

２）ｎＮＲ４Ｒ１４であり、ｎが０であるとき、Ｒ４およびＲ１４の両方がメチルである
ことはなく；あるいはＲ１が２－クロロフェニルまたは２－Ｃｌ、４－Ｆ－フェニルであ
り、Ｒ３が２，６－ジクロロフェニルであり、ＸがＯＲ２であるとき、Ｒ２はメチル以外
である］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項５４】
　式（ＩＶ）である請求項５３記載の化合物。
【請求項５５】
　式（ＩＶａ）である請求項５３記載の化合物。
【請求項５６】
　Ｒ１が置換されていてもよいフェニルまたはナフチルである請求項５３～５５のいずれ
か１項記載の化合物。
【請求項５７】
　フェニルが独立して、ハロゲン、アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノ、または
ハロ置換アルキルによって１回以上置換されている請求項５６記載の化合物。
【請求項５８】
　置換基が独立して、フッ素、Ｃ１－４アルキルまたはＣＦ３である請求項５７記載の化
合物。
【請求項５９】
　フェニル環が２、４または６－位において置換されているか、２，４－位において二置
換されているか、または２，４，６－位において三置換されている請求項５７または５８
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記載の化合物。
【請求項６０】
　ＸがＯＲ２またはＳ（Ｏ）ｍＲ２である請求項５３～５５のいずれか１項記載の化合物
。
【請求項６１】
　Ｘが（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ２）２である請求項５３～５
５のいずれか１項記載の化合物。
【請求項６２】
　ＸがＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）ｍＲ２または（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１

０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２である請求項５３～５５のいずれか１項記載の化合物。
【請求項６３】
　水素以外のＲ２がＣ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１

－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、－Ｃ（Ｏ）、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１

０Ｓ（Ｏ）２Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（
ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（Ｃ
Ｒ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ

２０）ｎＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１

０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（＝ＮＯ
Ｒ６）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７

で独立して１回以上置換されていてもよく；
　Ｒ６が水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロ
シクリルＣ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール
またはヘテロアリールＣ１－１０アルキルであって、これらの基が、水素を除き、置換さ
れていてもよく；
　Ｒ７がＣ１－６アルキル、アリール、アリールＣ１－６アルキル、ヘテロサイクリック
、ヘテロシクリルＣ１－６アルキル、ヘテロアリール、またはヘテロアリールＣ１－６ア
ルキルであって、これらの基が各々、置換されていてもよい請求項５３記載の化合物。
【請求項６４】
　Ｒ２が置換されていてもよいアルキルである請求項６３記載の化合物。
【請求項６５】
　アルキルが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６または
（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４によって置換されていてもよい請求項６４記載の化合
物。
【請求項６６】
　Ｒ２がＸ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）（Ａ２

）（Ａ３）である請求項５３～５５のいずれか１項記載の化合物。
【請求項６７】
　Ｘ１が酸素またはＮ（Ｒ１０）である請求項６６記載の化合物。
【請求項６８】
　Ａ１、Ａ２またはＡ３の少なくとも１つが（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６によって置換さ
れている請求項６７記載の化合物。
【請求項６９】
　ｑが０または１である請求項６８記載の化合物。
【請求項７０】
　Ｒ３が置換されていてもよいＣ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７

シクロアルキルアルキル、アリール、またはアリールＣ１－１０アルキルである請求項５
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３～５５のいずれか１項記載の化合物。
【請求項７１】
　Ｒ３が独立して、Ｃ１－１０アルキル、ハロ置換Ｃ１－１０アルキル、Ｃ２－１０アル
ケニル、Ｃ２－１０アルキニル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキルＣ１

－１０アルキル、Ｃ５－７シクロアルケニル、Ｃ５－７シクロアルケニルＣ１－１０アル
キル、ハロゲン、シアノ、ニトロ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＳＨ、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＳ（Ｏ）ｍＲ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｓ（Ｏ）２

Ｒ７、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣＮ、（ＣＲ１０Ｒ２

０）ｎＳ（Ｏ）２ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０

）ｎＯＣ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（Ｚ）ＯＲ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＣ（
Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）Ｒ６、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎ

ＮＲ１０Ｃ（＝ＮＲ１０）ＮＲ４Ｒ１４、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＯＣ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４

、（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ１０Ｃ（Ｚ）ＮＲ４Ｒ１４または（ＣＲ１０Ｒ２０）ｎＮＲ

１０Ｃ（Ｚ）ＯＲ７で１回以上置換されていてもよく；
　Ｒ６が水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロ
シクリルＣ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール
またはヘテロアリールＣ１－１０アルキルであって、これらの基が、水素を除き、置換さ
れていてもよく；
　Ｒ７がＣ１－６アルキル、アリール、アリールＣ１－６アルキル、ヘテロサイクリック
、ヘテロシクリルＣ１－６アルキル、ヘテロアリール、またはヘテロアリールＣ１－６ア
ルキルであって、これらの基が各々、置換されていてもよい請求項７０記載の化合物。
【請求項７２】
　任意の置換基がハロゲン、アルキル、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノまたはハロ置換
アルキルである請求項７１記載の化合物。
【請求項７３】
　Ｘ２が水素である請求項５３～５５のいずれか１項記載の化合物。
【請求項７４】
　５－（２－フルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリ
ノン；
　５－（４－フルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリ
ノン；
　５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－
キノリノン；
　５－（４－メチルフェニル）－１－（４－フルオロフェニル）－２（１Ｈ）－キノリノ
ン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－ヒドロキシ－１－（ヒドロキシメ
チル）エチル］アミノ｝－２（１Ｈ）－キノリノン；
　１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－｛［２－（イソプロピルアミノ）エチル］
アミノ｝－２（１Ｈ）－キノリノン；
　６－ブロモ－１，５－ビス（２－クロロフェニル）－７－（メチルオキシ）－２（１Ｈ
）－キノリノン
またはその医薬上許容される塩である請求項５３記載の化合物。
【請求項７５】
　請求項５３記載の化合物の有効量および医薬上許容される担体または希釈剤を含んでな
る　医薬組成物。
【請求項７６】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８媒介性疾患の治療のための医薬の製造における請求項５３記載
の化合物の使用。
【請求項７７】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８キナーゼ媒介性疾患が乾癬性関節炎、ライター症候群、痛風、
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外傷性関節炎、風疹関節炎、急性滑膜炎、慢性関節リウマチ、リウマチ様脊椎炎、骨関節
炎、通風性関節炎および他の関節炎症状態、敗血症、敗血性ショック、内毒性ショック、
グラム陰性敗血症、毒性ショック症候群、脳マラリア、髄膜炎、虚血性および出血性卒中
、神経外傷／閉鎖性頭部外傷、喘息、成人呼吸急迫症候群、慢性肺炎疾患、慢性閉塞性肺
疾患、珪肺症、肺サルコイドーシス、骨吸収疾患、骨粗鬆症、再狭窄、心臓および脳およ
び腎臓再潅流傷害、鬱血性心不全、冠動脈バイパス移植（ＣＡＢＧ）手術、血栓症、糸球
体腎炎、慢性腎不全、糖尿病、糖尿病性網膜症、黄斑変性、移植片対宿主反応、同種移植
片拒絶、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎、神経変性疾患、筋肉変性、糖尿病性
網膜症、黄斑変性、腫瘍成長および転移、血管新生疾患、インフルエンザによって誘導さ
れる肺炎、湿疹、接触皮膚炎、乾癬、日焼け、または結膜炎である請求項７６記載の使用
。
【請求項７８】
　ＣＳＢＰ／ＲＫ／ｐ３８媒介性疾患の治療のための医薬の製造における、式：
【化４】

［式中、
　Ｒ１は、置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいヘテロアリール環
であり；
　Ｘは、ハロゲン、Ｒ２、ＯＲ２、Ｓ（Ｏ）ｍＲ２、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｓ（Ｏ）

ｍＲ２、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ１０）Ｃ（Ｏ）Ｒ２、（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、ＮＲ２（
ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、Ｏ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、Ｓ（ＣＨ２）ｎＮＲ４Ｒ１４、
（ＣＨ２）ｎＪ、ＮＲ２（ＣＨ２）ｎＪ、Ｏ（ＣＨ２）ｎＪ、Ｓ（ＣＨ２）ｎＪ、または
（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ２）２であり；
　Ｊは、置換されていてもよいヘテロアリール環であり；
　ｎは０または１～１０の整数であり；
　ｍは０または１または２の整数であり；
　ｑは０または１～１０の整数であり；
　Ｒ２は水素、Ｃ１－１０アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロア
リール、ヘテロアリールＣ１－１０アルキルであり、該基は全て置換されていてもよく、
またはＲ２は基Ｘ１（ＣＲ１０Ｒ２０）ｑＣ（Ａ１）（Ａ２）（Ａ３）またはＣ（Ａ１）
（Ａ２）（Ａ３）であり；
　Ｘ１はＮ（Ｒ１０）、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、またはＣＲ１０Ｒ２０であり；
　Ｘ２は独立して、水素、ハロゲン、またはＣ１－４アルキルであり；
　Ａ１は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ２は置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ａ３は水素であるか、または置換されていてもよいＣ１－１０アルキルであり；
　Ｇ１およびＧ２は独立してＮまたはＣ－Ｘ２から選択され、但し、Ｇ１およびＧ２の両
方が窒素であることはなく；
　Ｒ３は水素、Ｃ１－１０アルキル、Ｃ３－７シクロアルキル、Ｃ３－７シクロアルキル
Ｃ１－４アルキル、アリール、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリール、ヘテロア
リールＣ１－１０アルキル、ヘテロサイクリック、またはヘテロシクリルＣ１－１０アル
キル基であり、該基は置換されていてもよく；
　Ｒ４およびＲ１４は各々、独立して、水素、置換されていてもよいＣ１－４アルキル、
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置換されていてもよいアリールまたは置換されていてもよいアリール－Ｃ１－４アルキル
、アリールＣ１－１０アルキル、ヘテロアリールまたはヘテロアリールＣ１－１０アルキ
ルから選択され、ここに、これらの基は各々、置換されていてもよく；
　Ｒ９は水素、Ｃ（Ｚ）Ｒ６または置換されていてもよいＣ１－１０アルキル、置換され
ていてもよいアリールまたは置換されていてもよいアリール－Ｃ１－４アルキルであり；
　Ｒ１０およびＲ２０は独立して、水素またはＣ１－４アルキルから選択される］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩の使用。
【請求項７９】
　化合物が、
　１－メチル－５－フェニル－１Ｈ－［１，６］ナフチリジン－２－オン、
　５－フェニル－１Ｈ－［１，６］ナフチリジン－２－オン；または
その医薬上許容される塩である請求項７８記載の使用。
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